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内科学第二 
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 下芳一編：南江堂，東京，49-56，2005 
18) 足立経一：薬物治療の実際 胃食道逆流症診療ガイド．寺野 彰，木
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2005 
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Manual 3(1): APR, 2005 
45） 木下芳一．プロトンポンプ阻害薬の剤型と効果発現．Nikkei Medical 
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的重症度と粘膜傷害の壁在性についての検討．Therapeutic Research 26: 
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鼻咽喉科領域における唾液分泌の重要性．Nikkei Medical 450: 62-63, 2005 

48） 木下芳一，安積貴年，三木雅治．逆流性食道炎と PPI 維持療法．
MEDICAMENT NEWS 1838: 6-8, 2005 

49） 木下芳一，三木雅治．PPI・H2RA の使い分け 作用特性（6） プロトン
ポンプ阻害薬の効果発現に及ぼす剤型の影響．臨牀消化器内科  20: 
1157-1164, 2005 

50） 足立経一，古田賢司，三木雅治，安積貴年，木下芳一．PPI・H2RAの使い
分け ｐHモニタリングからみた使い分け（3） 内視鏡陰性胃食道逆流症
治療効果と PPI・H2RAの使い分け．臨牀消化器内科 20(8): 1185-1192, 2005 

51） 古田賢司，足立経一，木下芳一．日本人の GERD．消化器の臨床 8: 267-373, 
2005 

52） 木下芳一．あとがき 特集：胃粘膜下腫瘍 診断と治療の最前線（春間 賢，
木下芳一編）．モダンフィジシャン 25: 874, 2005 

53） 木下芳一．GERD最近の治療 日本消化器外科学会教育集会 2005年度前期
プロシーディング（杉山 貢編）．日本消化器外科学会 41-49, 2005 

54） 木下芳一，結城崇史．バレット食道の治療法 薬物治療．日本臨牀 63: 
1449-1453, 2005 
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に伴った胃結腸瘻を内視鏡的に経過観察した 1 例．Gastrointestinal 
Endoscopy 47(8): 1518-1525, 2005 

56） 木下芳一．気になる消化器病 逆流性食道炎．消化器 now 30: 4-5, 2005 
57） 木下芳一．GERD治療の進歩、薬物療法．Mebio 22(9): 57-63, 2005 
58） 木下芳一．消化器疾患におけるレセプターの関与を探る．特集に寄せて．

分子消化器病 9: 185, 2005 
59） 数森秀章，木下芳一．胃食道逆流症．総合臨牀 54: 2359-2400, 2005 
60） 木下芳一．H. pylori 感染と生活習慣病．日本内科学会雑誌 94: 1860-1865, 

2005 
61） 本郷道夫，木下芳一，藤原靖弘，城 卓志，大原秀一．MERD(非びらん性

胃食道逆流症）の最適治療－治療戦略を決定するためのポイント－．医薬

ジャーナル 41: 2706-2714, 2005 
62） 木下芳一．機能性胃腸症（FD）治療における薬剤選択のポイント．Medical 

Tribune 38(44): 27, 2005 
63） 木下芳一．病を知る：胃・食道の病気 ①逆流症．日本経済新聞（夕刊） 2005

年 11月 1日（火曜日）, 2005 
64) 木下芳一，古田賢司，足立経一．NERD(non-erosive reflux disease）の診断と

治療 日本消化器病学会雑誌 102(11): 1377-1383, 2005 
65) 石原俊治，木下芳一．H. pylori除菌と消化性潰瘍・関連疾患－基礎・臨床

研究のアップデート－細菌学的サイドからのアプローチ（最近側病原因子）

H. pylori LPS の認識機構と胃粘膜の炎症惹起と進展．日本臨牀 63: 69-74, 
2005 
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